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表紙の写真／福島県双葉郡富岡町
平成29年10月21日、ＪＲ常磐線は竜田駅～富岡駅間で運転を再開しました。表紙は

「復興の今」を象徴する風景として富岡町の日の出の写真をもとに構成し、本冊子の

タイトルである「続く挑戦つなぐ未来へ」をイメージしてデザインしました。
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復興庁では、岩手・宮城・福島の３県の企業や団体が、業種や地域の特性、培ってきた知見や
創意工夫を活用して、さまざまな「挑戦」を行うことが「新しい東北」の創造の一助となると期
待しています。
こうした企業や団体の取り組み事例を他の企業や団体、自治体などが参考にし、また、被災地
内外で共有することは、今後の事業創出や復興の加速化に資するとの認識から、２０１２年以
降毎年、産業復興事例集の編纂を行っています。

平成29年度の復興大臣顕彰企業・団体について
本冊子で紹介した企業や団体の取り組みの中で、新たな挑戦や課題の克服といった観
点から、特に参考になる事例として６企業・団体を選定し、復興大臣顕彰を授与しました。

平成29年度の顕彰企業・団体
【岩手県】
株式会社五十集屋 大船渡市
特定非営利活動法人りくカフェ 陸前高田市

【宮城県】
株式会社かね久 多賀城市
株式会社マルキン 女川町

【福島県】
アンフィニ株式会社 楢葉町
郡山観光交通株式会社 郡山市

2017-2018
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株式会社五十集屋
五十集屋は大粒の岩手のホタテを、高級食材として台湾、香港へ輸出。
水温・室温、水質などを厳重に管理しているため、他県産より消費期限を
１日長く設定することができ、アジアへの輸出を可能にした。

特定非営利活動法人りくカフェ
震災直後、「陸前高田には人が集まる場所が必要」というコンセプトか
ら、りくカフェは生まれた。誰もが楽しく集える場として、また、健康と生
きがいづくりの場として機能している。



株式会社かね久
かね久は、パン粉の販売を主力とする食品卸売の金久商店を事業譲渡
で引き継いだ。古代米など地域の食材の販売やＰＲ、新商品開発に取り
組むとともに、生産者とのネットワークづくりや販路拡大なども推進して
いる。

6

株式会社マルキン
マルキンの鈴木真悟氏は、自社の銀サケを「銀王」と名づけ、ブランド力
アップや販路拡大に積極的に取り組んでいる。漁業のＰＲや後継者育
成にも力を注いでいる。



アンフィニ株式会社
大阪に本社を置くアンフィニは、2017年に福島県楢葉町に、太陽電池モ
ジュールを生産する工場を新設した。新工場では「福島プライド」を掲げ、
高品質で高効率の製品づくり、地元の人材の採用、人材教育を積極的に
行っている。

郡山観光交通株式会社
郡山観光交通は、タクシー業を軸に事業を多角化。高齢者向け旅行会社
「孫の手トラベル」は、自社所有のキッチンカーを使った「ブランド野菜を
畑で味わう旅」をはじめ、ユニークな商品でリピーターを獲得している。



問い合わせ先

復興庁企業連携推進室
参事官 和爾 俊樹
政策調査官 髙田 正行
 平田 雄恵
 足立 正和
 野村 大祐
 巻 和典
Tel：03-6328-0267
Email：kigyo-rs@cas.go.jp

座長
東北大学大学院経済学研究科

教授

大滝 精一

監修委員 （氏名五十音順）

一般財団法人ダイバーシティ研究所
代表理事

田村 太郎

日本女子大学家政学部家政経済学科
専任講師

額田 春華

レオス・キャピタルワークス株式会社
代表取締役社長

藤野 英人

108


